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Ⅰ　展望の対象範囲
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アジア低開発諸国の農産物需給展望

まえがき

十三f高はアジア経済研究！可長期L皮L調査空が日和

37年， 38年同年度にわたって行なった「アジア経

t汗の長期展切lttl）計IT!ii円高業委日合報告c，うじ，

干義者が担当した穀類の幣給予測とその予測か訟の

~＇， J 胞について作：＇説し，三亡ので，：%l 全農産t;'J'i汁r::r-'f，’

fliJ ！）；手細はIJi(tU告書Cl'' t;，参照リlたい F

本稿の作成にあたっでは三沢j紙郎教授Off〕主教官

:V／：：九学部） ！ 

佐j毛崎忠ニ郎氏（農林省大医官t語企函T：府:it官守〉， ；上古企

氏（，一井F物jl:/l、／：会7上ii);jf「i'.i；参10,)Jポ寛氏（［，，］没物

油脂許ll総務課長代理）および他の淡~委員会委員の

}j々 の熱心だ？協力とY杓導の成巣に負うとぎろ

が多し、。まr二i'.M大な’；二子J算に／八、ては， fi主，11徒、

栄氏（日本揮発油株式会社電子計算課）のご協力を得

T二円統計上円分析でit fo~木絹代市：H当研究所長期

成長調杏？むの献身的努力に負うところが多い。と

三：二件関係；1v）ご協力に汚して， 波心カミ；二内南J志． ~~ 

J士三t丸一J→るし，f」

なお本稿に才ヨし、ては， 筆者の研究i二上り原報告

に用いられといるまrc:H江をかた I｝修正・＂rおilL,
また展県結果の解釈については独自の見解で行な

-c ＇＜，、る部分が少なく／い、 Ulc3lo L ／こがず〉仁一本稿

に関するし、かなる誤謬や問題点も

す広三とはいうまでもない。

の：民fモに帰

〔tt1 ), (, 1 日〕 「ノージア経済し刀、1Dl展望！人l；：草公

立J（総体 fiWJ，貿易，決業，工業，資源の各i',i)j"Jより

トろ〉とモし1ノブづこ要約！机tPH和39午8刀に公j仮の予定。

ヴ

は せ ゃまにかひζ

長谷山崇彦

（注3) 特にタイの米の生産予測。またインドの第t

l¥(［需給予測lについては筆者が別個に行なゥた研究報告

「インドの農産物（食糧〉需給 r-nmについてj （国際
経済学ム関東部会，！昭和39年 ,jJj 4日〉かも－，て補足

してし、る。

I JRf/Jの対象範囲

1 .社数品目

今回の波望作業では対象品目をアジア地域諸問

における主要農産物である第 1次産品に限定し

た。その内訳は， ヰミ，；J、麦， どうもろこ L，雑穀

（ξレット，ソノレガム，大変， 7際交， ライ愛〉などの

穀類， 竹内：および砂糖（含分安1枇蜜糖〕， 茶，天然

ゴム，ジュート，油脂原料（パーム核油，バーム油，

撚花生，てやま，綿実、 なたね，コプラ〕で大別して 9

111111日とよ仁るつしかし本稿で取りとげた品目は序文

において述べたとおり，「穀類」の需給展望に限定

されてし、る。われわれが選出した対象品口の特徴

の J つは，これらがFAOの長期展望（注4）のものよ

り，いず、そう詳細であることである。たとえば主

民穀類れ米と小麦に， また雑穀類は，とうもろこ

し，ソルガム， ミレット，大変，ライ麦，燕麦な

どに細分化きれている。 しカ‘L同時にこれらの穀

類は「全穀鎖Jとして一括されて分析されている。

2. 対象国

対象国はECAFE加盟国であるプルネイ，ピノレ

カンボゾア，セイロン，台湾，香港，インド，

インドネシア，韓国，ラオス， マラヤおよびシン

ガポーノレ2 北ボノレネオ，ノξキスタン， フィリピン，



Ⅱ　展望の方法
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測官（を調整した。

LかL生産：と信要が別個に分析されているの

中いヌワ ＇1,1)18力I;i T＿•あう’｛， ほベト li、，

域内と ill：界のtIt！本；l：お上びソ連l醤iは近い将オ＜，

Ji'_1をと＇；／，＼＇Wとの主i土｛両院メカ二ズムや斡出入弘、、、，要農ド（:;11爺糸口：相当 1 ，）；~響，t i,つ＇－ ，＇＼えし） I，る

輸政策を崩じて顕現するであろう実際の輸出盤，今I@t時間の関係上，対象巨；！からはずささるヵ：，

rぇ 予測年次におりどp輸出

輸入必要量を示すものである。

生産・.r;iWJiこ用し、た方法

）京員IJLLて収機函積と lti_位i面積当たり収量

入fr'，：を／）ミすt（＇）ではなく，

余力，

2. 

A 

予

し

かっ t~.

対象期間

予測対象年次は1970年〔1970/7l{r)であり，

i¥HJ期11¥J;：原貝1)！，して1%1年カ人1970°1－：，あろ

3. 

または生産慌の実摘すう勢を最小自乗法により外を分析したがこのたが叶てまず19日～60年の

iヨ別にMも適：＇＼と手 I]こけ場合，市品J}IJ,押しに明間 I ＂~i：戦舌！」i:]jう寵r1，川jがあろ場合，＼ ＇：＇必殺；＇J;(

実績すうl析された期間の選出には特に留意した。19,J件、，（i'.!じではずークがあるかぎり 1948へ fi01j～，

指数

1lh線y＂＇αbt，変形指数曲線，その他イ注5）のうちのい

ずれかを実結jう事！？に基づ〈なーブ・フイノティ

ング土ともに興業開発計画の実状などをも務慮に

入れながら嵐山した （y=ffri秘，収i,;I;;J::たは生説法，

υ十bi,勢にノ f ッ i、＂せた l~，J数型l工正〔線y' i三績寸 1 勢の分i汗 i二三；j• ,-, 

(f）期聞のテ～ゲt.：.けでは不！・分と忠われるJi,；（＼＇に

1 '.l;¥,l～昨年など戦11iiの安応期の／ 守ケ主七参

！？にHJL、Tこo

(/)' 4〕 FAO,Agricultural Commodities-Projcc-
tions for 1970, May 1962. 

l－の二tViも牧lt L, tこ《

t＝守＇.＇／；c(, a, h;.tノfラ z タ－）

データは FAQの生産年鑑および対象国の

ヂーゲ （！）連抗七！：を検討して W'f'系例イヒして用いた。

また，データが比較的整備されている国（例：イン

めについてはその出資料をも補足併用した。

B 

1¥'fi，＼＇，占｝JIJ5}j')j'；土

展望の方法

とず商1'i'/1;,JIJ予削を行なー Jfこ。

II 

ttJi 概

(1) 

守一つのi百データの入手が比較的容易であること，

改良穣11，産れ＇I数の要素としてi上肥料投入，C 1'; 

l萌品5Jlj分析だけでは商品キu可：11司の競合，何Ii

＇／） 手lj,i,'.(／；：も

瀧i慨面柏および耕地団結の拡大など子使用前積，つが，

J.,:,部現在入手しうるヂータは，ぷ考；ζ（，れど〉が，f ¥ I＋関係十 1・1草山lの畏去を！・！｝），；戸把かし lこノじ，

分が実験農場における投入産山分析のデータで，したが，Jて今後，最終的には対象商M&.i'i':くし、。

/j[,1[ i土ノ1：：！司：ご.;i:::i用すること；：n司題｝，＼/J＇：多L、ので，111の票制誇ii1l' ' 1，よ析f.）と展さ ＇L斗必日／つ‘あく日ち

面積と収量の相乗積だけで生産を算出した。ことにアンア地域全体としての)ik;誌をえている U

i包した績よう勢の1Hi制直ltつぎの要因をD 一二れがJll記であ；•， ' 0 把握すdょこめh」；］・，

て何「険？？とn).',J整を行tc-，た。

同日lj農業事情

1%0午前後に，生産すう勢に著しい変化

が起こった場合の原困と将来への影響（例：

、、ll
，，、
t
f

・1

H
（

（

 

ノ｜ソ＇f';:とi?:tで1土Ni''"f°J・.第l段階でに別個lt分

析されたが，現実には生産・需袋の（iLh!zは相立に問

(2) 

第 2Lt，持iこ.； ; ＼、てfiliitiの出して;flJ＇，、ていご hので『

3 

クイのと「lもろこL，米〉

ブ°JJ!JC例．全！投恕D

'.i.'i Iこ倣！九！羽捺士 i';l草して子

予測結果を各商品日lj，商品グル

に相互に比較！ii/tし，
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(iii) ノEトー産能力，輸送能力の限界点

(iv）操業政策の基本的方向と生産計両日原

と予想達日比ギ…ーとの場｛'r‘ 各［F.jの現行開

発計闘の目標年次がだいたい1965年前後な

ので， われわれの分析においてt，計画自陣

年次と同年次の外捕値も出して比較検討し

た。

3. 需，；.JI予測仁川jいた方法

A 需要予測の某本的方法

ことで［［Ji.、た引l；要予誤！！の方法it，原則正して，

(1) 回帰分析（説明変数は 1人当たり GNP倒的

〈鮪＞）

12) 1人当たり消費託実績cヶ1一う勢分析（た

だし，人円データのない悶については総消費最の

実桁Tう勢（乃分析〉

(3) 基準年次の 1人当たり消費最を汀ンスゲ

ント「需要川CNP弘i↑t値を，.＂，’〉土 1て算II', 

以ιえつの方法を用いた。
Wis要（ l人当たりii慢）に影響する要同として

は， 個人の所得水準，商品の価格，代替財および

村元財の（：i'ij人山首者選好， F書好などが理論的に

えられる3 しカ・＇.－， ECAFE t出J;,tの利用しうろ

統計データの限界により，今回の持要分析は以上

め三つの方法を旧L、， 価十九効果円分析H1了なって

し、tr.U、。

(4) 社団の桁！と予誤I]

4 

斡類の常現予測においては高級財（米

小求〕と劣等財（雑殺）間の代替r{H，%、を考！•と
してうさら（竺つぎの）；法をも加えぐ行ない，

各品目間の調整に注意して品目別予測値の

正昨置をきした。

（全穀類に一括して行なった需要予測値〕

米， .1J、麦およびとうもろこしの守；王子部111'(

{t-~[\) ＝？（［穀のii，：リ五予i1lilf11'1)

J：.記のように雑穀の幣要分析はデータの不足も

特に大三く，｛~（殺だけの l\i独分析ではあまり満足

な結果が得られなかったので， I二記の方法を用い

て分析し， また現在における汗i'11',l:'lのiW会ノξラン

スを考慮して予測値を調整した。

B 日係分析の方法

回帰分析は原則として 1人当たり消費量と， 1 

人当たり GNPとの相関で行なわれた。技術的手

u：どしてけ， u、わゆるII守主列分析とク Hス・一！？ケ
ション分析が一般に用いられているが， ここでは

セず1人出たり消費量tl人当／こり CNPの時系

列データを変数とすみ時系列分析を行なゥた。

Lか！大部分ρECJ¥FE諸i丸山場合，

(1) 十分に倍頼しうる連続したデータの欠

(2) 大部分の対象国の予測対象期間における

i人当たり GNPv＞成長手ぷごく微少〔あ

るとと，

(3) 適用した需要関数方程式は，所得以外ω

諸－~閣を分析する変数もしくはパラメ』ケ

ーが含まれていない，

hどの理由；こより， 本来，この時系列分析は家

計支出データに基づくクロス・セクション分析と

｛，わせて行ない， 両者の結果を相互検話会するべき

であるが，今回はまだこれを完遂するまでにいた

っていたい。しかし，その代わり，すでに述べた

ように，各商品について1人当たり消費量（または

総出費長）のすう勢分析（使用ヂータはK(HIJとして3

カ午平均）を行紅い，またすう勢がごく不安定f工場

合や現在の消費水準にほとんど変動なしと考えら

れた場合には， iま）立における最も適当と思われる

3年次以上平均の1人当たり消費量に1970年の予

測人口を乗じて推計するなどの方法で回帰分析の
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結果を補足，再検討した。

（、 回帰分析の需史Ill数型

I人当たり ijr得を勺 I人当／こり需要！LC.（，：）＇と

して，つぎのような論築関数型(11'7）を分析した。

（〈＝需廷の！リ｛得弾tL:11'1ピ人 b,C f:t r、，メーータ ー）

(1) y＝ルトbx, bx 

' y 

,,2) log 1 必十blog,, ーニ／，

(3）円十blogx, r；口；
(l) y=11 b噌乙= b I 

’ ax一ρ

何） log yc:.:a-! ' r;= ! 
州附二{I-~<log x, r,c:. ！寸

多くの1¥11Flについては回帰分析により得られた結

果（たとえば相関府〕がよくても，将来における消

式’バタ～ンなどをできるだけ芳癒して， より簡単

な他の土つの手法による結果のほうをむしろ妥当

として滋iどしたお台も少なくない。また，需要の

すう勢分析は回帰分析よりもその手法が比較的単

純であ乙にもかカ～わらず，多くの EC入FE諸国に

-) .，、て』t, その1,,1,J,

界にかんがみ， 重婆な手法の…つであることが検

討された。

E その他，説明変数としてはGNPのほか，

可処分所｛＼｝，個人支出などの使用も検討したが，

おもにヂータの正確性の理由から今回は結局GNP

これらの関数型は， グラフ化による曲織のフィ を説明変数として選出した。したがってこの相関

ソトの程度， ての国山佐済構造， A算の詐めさな 分析における f所得弾性｛直」は，家計支11jに基J ) 

どを考慮して，（1）式～（3）式の三つを選出し， 各商 u、たものではなく， 「GNP蝉性値」であり，また

i,111ごとに最／卜1・1乗法仁）；り電子II¥'iJし， 〆μ）措＊ 泊去およし＇）＇.•将来の予測期間に才jL、て所符（（；NP）と

を相関係数，標準偏差， 推計されたパラメーク～ l渇連する所得（GNP）以外の両者要因の結台効呆を乃、

•-'I 情などに工 t）選定し fむしかし，これどけにた ナ非純所得（心NP）弾性値を示すものである。

上九一戸， 二1・t1：＿うる！-f:.i'l': fj!3力のilHW，詰Ifcl >f!fil手fl F ・,/,i＇夏予測のためのデータ

lX, l人当たり消費量のすう勢分析により補）l!-_Ji (1) GNPと人口のデータ

~- ・.’：11f検討土iiなっf二.， 相関分析に用し、られたGNPおよび人口のデ L

U 需要のすう勢分析と関数！日 夕は，アジア経済研究所長期成長調査室が算出し

Jでに述，？／ことお IJ, 回帰分析Jともl士山品の ／乙われわれ独自のデータを月iL、たCiUO）。

l人当たり凡小けの訂i'fr誌のすう：；守分析が行なわ この CNP( 1 人~ rに9GNP i:l: CNPを人liで徐した

れたが，適用されたすう勢関数型は生産のすうiう もの〉は， 1970年の予測｛庶を中心として，それに

勺析；ニ用u、i,.jIたも円と 111］じく， 11':1；稼，指紋；J1J線， ［：下の 111，，•；をもたせた｛氏自の｛反応の GNPと高臼の

変形指数曲線などが組、定されるが， 実際には）（WII Di定の GNPとの 3本建てで構成されているが，

分山J請合lこ〆八、て，正i線）J程式（r川 bx)1仁ゐ Z'~業プぃジェクションには，日目の CNP と低 11

結果が最もよくフィットした。 n GNP Jノ両者を片jL、て分併している。

需要分析においては， すでに示したように，（1) しかし，生産予測が， 国家の計画目標値よりも

や，F,11i分析，（山 l人当／二り消費（・L ！こは総消・／',c) fまの i民自の；tMJ-う多！？の外挿値を中心としているの

すう勢分析川町（3)1人当たり消費量をゴンスク で，需要予測｛症のほうも低自の仮定の GNPによ

ぺ、とする＇ [ IJJ /J.どめ：i子法をj十iぃ，分析の結果， .：，算出主主11（〔を採用した。

ラ
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ぴ）原資料（政的の公表〉を併用すたことlーより、

結局3種類のil号費データで需要分析を行な

消者フ＿，，，，.，）問問点

われわれは適切な消費ヂータの選出には特

; ＇多： fl努力と必民とした。！［：＿jif£予；＇llj：こよい

(2 

ータh、そ山結果を比較検討Lて， FAO',. ， 

心作成したパづンス去の明点か「〉生ずる誤手

伝；i詰小Ill主／立に:j:,pえようと努めた。

『F.¥n生命午鐙こは， IJ;l羽として仔作次Ci)

時系列－；／旬アケの連続'I'＇.！：二のデータを用いたが，

i持、，I)I原資料タ山埠11',Jilt・守；＋，ミ山jj'j費《（
 

入手I__ などに1;:1題小U！＇.＇見レどした場 （t'には，

アFでに結米~；冬算されて L 、る J;;J{l'はそれをm

L、たが， FAOの『生産年鑑』と『貿易年鑑』

I. tニ;1，：って、九る「ト；I；の）！／1守料士浦用した。

JJ¥,貝I］として FAOのゾ消費予測においても，

タをもと用した。

t'J 1h統計は［情

Ii ・ t＞作成したわれj、れのノノ、ラン ζ表では，

Ji（~完計 it「も九Jj{1!,算だ

;:.j（：」換算である。

しかlFAO公版，j）食t，（ノパラ： ス表，Sよむ：十

年次の『FAO生産年鑑』から得られるECAFE

そこで，見bるけの消費誌の葬／Iiにい，

み l換怖の生夜を対象国の換算ご不に工り

米」検算して，

時系列サンプル’と対ぷ諸国の泊費データは，

1'"'' i'I I ，；＇；要約：＼bt;:，.＇ル＝ ,・ 11,iの数；Jι不Ti汁であっ，

（じして才：り1¥i，日目！］洋細に欠けている (il'll)。

Co/~＼ LU －輸入〉＝見かけの消費量 (If]

いゆU{;uパiJ;i~ ！注）

竺して算Illした。

もみの精米換算率は，FAO

V《白1奇詩ionFa《：torsfor A，ミIicultural （：《》n1m付
－ 

【litic呂、’、 1960‘および司CommonweαIthEei『y骨1『｝“

幻1icι、<nηfηitteeRice Suρ，p[ement to Gram 
JJ11lleti11, New Seriむs,Vol.VII, No. 10, Ma-

r 〈、h19（氾なYを検討して選定した。

需要予測におし、て残された問題

生産と［貿易：..1三

1リ10～60｛＼＇ま一二 ！）汀i!II

FAOの『生産年鑑J

1 をぶみtパ1せて司

旬、，－て」，・，

ベラLス衣（生法・1命；I＇，入・｜七111ヨ産な藻・

そ;JL泊、「）

，，＇，·~去10:1 以｜：にわよご .CJ見；＇.，ヴの tf'j立J（＼：，〕II寺X

亨ijデ－ •；をり 1 さ出モ？と？ベみた（，}121 。

供給可能況を合む）＇を ~!I.＼自に作成し，

!t この農・当日程物ノミランス去においては，ー
ノ｝
 t
 

（
 

｜司内fll，給付lit母（るかけ

と総；?If費量全推副’てLるが，

一Ci,iilJ-,;,,il入）

とL;i~費；，＇，

G 仁業用，飼料用，これにはイ日程変動，種子，

当r11i

ぺぎの •)iJJ'｛を I¥l64咋1月以降の研究J11ジT

クトに予定している。

ーケの骨~Hよj を考＠：して，入手しうるフ，＇；

ft用分：：非（t江l分三

品粍分ぶt＇古aすぺぐ古まれてU、今最，，

｝~；）ミけン｝消手、 l）： で：，•I),

また各，lhllにつ。〕i三別が！・分把握できない。

所得分間の変化の需要に消費ノfタャン，

＇｝えみ効果

(1) 各時の統計年次が｛史われ℃k、る／，：＿・；ヘiこ，き，

輸出入需要に関する独立した分析

農産物のn＼，要における代替関係。） l；り ，；f

(2) 

(3) 

たとえばf

の年次U〕設業部門所得とiF維には士、i比しがた

1年次におH•J 品 i I ＇.＇！合ぃiH宣をう

ij,11]なう〉好

需要に対する価格効果の分析

家計支出額および家計消費量デγ ケにぷ；

(4) 

(5) 

しかし以、J-.v) ldl i,!Hli 

（ロ）これを FAOの食＊＇パ

および例入手しうる消主主

( ｛）統一」

・,,i:,、，i上ある；＇.， ＼主民品iI iこつ＼、ては

いという問題点がある。

「「Jヅーえvを作l'X'.し，

ランス去のデ…タ，

6 
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J：クロス・セケンョン分析

(6) 都市と農村に分けた需要分析

(7) 使用ヂ v タの己文書，調'HH特に消費デヌ

とGNPデータとの年次原資料などとのコンシス

γJシf，沌人駒山花データの作成）

(8) 情義水準の分析

Cit 5〕 たとえば

y…11bc' 
Y・ u十be’

y=a+bt十ct2十dt3

（注Ii) 若守の商品（／ことえ：iイントωた然コム）

については相関分析の場合， GNPを説例変数として

用いうことに！日］：di点が苦いこと fr・I（，：、証さ J.1./このヤ、 1主

に工業部門（総〉所得を説明変数として分析を3てみた

が，，1＇純度はじ ＇，（であノ日

（注7) FA(), Agrirn!tural Comm川 lities-P，り，・c-
tions for 1970では（3）式，（5）式，（6）六が採｝日されてい

イJ。

荷主主関数型の分析には，その他の機関による研究も

参考Jした。／： Cえば‘し M.c；川eux，“Incomeλ11d

Food Consumption”， Monthly Bulletin of Agri('ul-

tural I公（!1/0tnん、 andStatisti《s,FAO, Vol. IX、No.

JO, Oct. 196(1 幻よ fト l..乱4 じのreux，いEconolllic
Growth and Commodities Projections, !vf.onthly Bu 

lletinげ Ag,1ndtura/ Ec01w111ics and Stati.,t "・s, 

FAO Vol. 10, No. 718. July/Aug. 1961，“Long-Term 

llemand for 川1dSupply of Sciじctcd 1¥,iricul1111al 

Commodities”， NCAER, India. 

(i:.t.8)(i:l:9) {iii月！ア タはノベ！＇；；：などに .I：る佑常的

を丹jし、t-.

G引 OJ 報f;j 『ア〆 .経済L川；：j副!K?U C1Ji；.：，二ii:

1）およひ大間H凡 「アジア低［！日発諸問のii椛的経済

展望の ／）t去J,1, ／ジアロi斤』， 紅巳巻雪存“ i:),  1%4'['. 

を参照されたい。

Olli) FAil司 Food-llalance Sheet,・ 19:i2～:i4 

Average, 1957. 

Food Balance Sheets 1954～56 Aueragr, 1958. 

FAO, Food Su／•／＞か Time Seril's, 1958 

FAOの各年度 IL¥放の ProductionYear Rookの

Food-Dαlance tぅh℃ets.

cu：：）『1L1itアジプ！抗菌仁f，ける政・五夜物ノ：ヲ
ンスぷ』（アシア経済研究所研ヨc参考i託料第49J長，
62D:i，作成？？任者lミ符山崇彦〉り

III 商品別需給展望

I. 米

ECAT沼地域は世界の米の主要生産地であり，

ベモ世界作付け出積の93%，はアジア地域（中岡本土を

合む〉にあるO しかし世界総生産の75%はアジア

地域内山費に、＇ 1ぐらjし世界の輸出総量は総生産

盛のが~3 %すなわち600～700万トンにすぎない。

戦後，米J）世界貿易iこ山めるウエイト，1低落した。

単位回積当たり収量は， アジアの稲作適地がほと

んど即析しつくされているので，戦後；ま低i反抗の

限界劣等地に対する稲作の拡張が急速に行なわれ

に。 L点、しそれでも主体としての収；止法戦前J）長

期停滞的な水準を若干上回り，農業投資技術改善

に大さな努力カイムわれ℃きた4二とを示してむ‘る。

単位以妊の上昇効果が面積拡張効果を越え乙同lこ

は， {:i'i1~ , -7 7ヤ，インド，ビルマ，日本がある。

｛ン I・・i .t1950{j＂－代に j，し、て面rn.単｛吹収量ともに
上外したが， 今後は出；鴎拡張には大幅な期待はも

ζず， 生産0> ]'(i大iよ以hkの上Jバーにあ＇Jぷ集中され

ねばなるま」、。マラヤは開拓余地が大きいにもか

う、わらデ， 単位収量のi：井がJ汗しい。

1950年代にアジアの米生産量，増加率は人口増加

衿を上！日iったか， それでも1%0年における人f::-11 

人当たり米消費可能最は， ほぼ戦前水準（最低水

準） 1こ述したじすぎない。したがって今後，所得水

？？ーの［向上l主人i1 l人当たり消白可能w；の増加，f級
樋穀からの米への移行をきたすことになり，人口

内米食；P j守す／ふ111律子のきわめて強いこととキけまっ

て，将来の需要最は相当増大するものと予測され

る。地域全体としては円前年（1958～（i（）年平均）に

7 
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米， 小b:などの而j及投類と並んでHi愛な食f量殺類

でありう ，＇，＼怜穀類と~＼f:t土；仁密接なれ：，＼TiHゑをも，
ってい心。

アジア地域における雑殺の生産と諒躍は， 小去

の場合と｜バi慌に寄しく｛同：｛Eし， ノくジラおよびラギ

（之レノト） ジョソー ’c lゾノレJi、ム）乞 LJ＼とすー

る人口 ，＿＇）J;, I旬、インドと－ : ¥ －－~タン iこ，Sh 1/1 1，亡し、

る。雑殺の単位以員は米，；J、友のそALよりも若し

く低u、がい l'i"' イン 1:', ノ？？スタンυ＼＇iUマ（おも

に食用）!t)lj'；止の全穀初比生産量に対一J-！＇.， 比率l主

相当高い（泊l4）。このことは米，小友生産をiiJ能なら

しめる土地条件の整備が遅れていること

開発投i"fj J日れ一一手土 -1；している。 L刀、（ ！二記の

現状は J（↓7()".fにおいご 1，たさな変化1；みi：いと）i¥J

われる。 J也峨全体として，雑穀は1960if二には生産

20~）6万トン問要2050lf トンで約 15 ヌf7000 トンの

不足f',J , I ')70年に1l 'f0.8i三595万ト二、山契2520

万トンで， 約78万トンの余剰となる。インドの雑

穀不足は1950年以降大幅に減少し， 1960年にはれ

お若干JノコT!1~ Cー3万ト＞）をみたが、 l ')70ノ与iこは

約75)-j> > ＇＇余剰を fj～ji:, 8 ノミキス，＿，ンペ i主1960

年にほぼ市給均衡し， 1970年にもごくず円二的余剰！

(6万トンjができるが、 Wif車合はほぼ均衡しよう。

しかし ｛> I , ノミキベケ J叶国の1970年における

全穀類最新ハランスは，後述のとおりよlp/Jな赤字

が予測されるので， ｛也の穀類と代替関係をもっ雑

穀のふや＇］： i f,l実には玲l-JJ;/1_.ず，｛也のr；見Vi【ノ）不Jiを

補填寸ど，，・、：消化さitぐ〉℃あろう。

4. とうもらこし

世界1liJ；におけるとうもみこしの叫ん；いおもに

アメ 1)!J' fノレゼンチン， i'!JT 7リ）） ' ケイの4

大輸出国とイギリス，日本，西ドイ、ソ，イグト，

オランダの5大輸入国によって1-'iめられている。

，とうも乃こしのこの貿易形態は， 1970年におu、て

もたきな変化；i/; l‘であろう。 しかし今後川911'.J

;Jdji i占al二，食~u,r,山改善一一面11左業の発展 ／な

どにかんがみ，（也の若干の悶が世界市場における

新たな主要輸出国， 輸入国として主主場してくる可

iitlt t上！づ｝-f:；，え「，,Jiる。

ECAFE 地域f:t, とう t.ふ二 Lは従来白給者i

安定のーっとして能給されてきたが， 近来， 日本や

{ i' l) －ーにヰ円、亡洛産飼料JTJどうもろこしの常嬰

う～む増したために， その生花もそれに応じてJIHN

的に地大している。

地域内におけるとうもろこしの需給は， 1960年

に生産8110万い，需要800)iトン，差引余剰がJ34

万トンでだし、たいパランスしているが， 1970年に

おいても，生産1240万トン，需要1200万トン，

引余剰約40万．トンでほぼ同様にパランスすると予

iliりされる。 197がいこ輸出余力をもっ主要国：1タイ

（十120万トン），インドネシア（十日0万トン）である

が， インドは150万トンの不足が生ずるとみられ

＜， υ 

ケイにおりるIリ50年代末期以来のとうもろこし

の大増産ぶりは驚義的であり， 1950年代を通じて

年半（複利） 31%という成長率を白もって加速度的

仁れlびてきてL、る。 しかし，タイ人口の主fH t米

てあり， とうもろこしの国内出＼4tは微少で，その

生産の大部分は， とうもろこしの世界4大輸出国

の局つとして海外に輸出している。

Lたがってク fにおけるとうもうこし生！互の成

長本は， その最大顧客たる日本の輸入政策とタイ

国内の輸送能力，在庫施設，港湾施設の能力に大

三：依存することになる。われわれの予測円工こ

れノんのj因をも分析した結果， 1%0年代のタイの

どうもろしの生産成長率は年率12.9%, 1970年の

生産量は130万トン（これは1959年の生産量の約4倍

9 
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に1F＇＇，すだ j入輸出会＇1）；ま 120/i：、ンと討i‘引 lーた。

インド＞ ，アは］ ~170半には；（JJS万ト L :!"I命出余

剰をもっと予測される。しかし全穀類ではが｝2ぷ（）万

Jの不；じた予7Jli]¥ ;j Iご｝ので、 ごれがヰ／，J/I＇，公力と

して現われるnf能性は少tn、。

5. 全比類

也上に述ベてきた各種穀類を企穀類としてそのI

Mi i主体の，＇，＇

14~l0万トン， WJ：要 1 倍、1870万トンで440万トンの不

）（，.＇：あった J子， 197(1｛；」には， 生産 1億5fi:lO)Jトン

(1960年代のcit・成長率2.9%), 面接1億7150万トン

(1960年代の年成長率3.4%）となり， 約1500万トン

,.1）イ4足が主jることに八、る。

1970年に穀類の余剰をもっ閣は， ビノレマ（＋190

/1 I・ ン〕， γ イ（十3fi(l)jトン）， 1+1，くトナム（ ' 140万

トン），カンボジア（十50万トン）の6カ｜司で， u、ずれ

七米輸出il' iこ’ある。 竺ιコ他のjrt］はすべて教知不足

｜パ吋あり、 ：のうん刊に深亥lj／（；止奪i不j止泊、子測さ

れる国はノ、キスグン（－4907fトン）， 1 ン 1~， C 1090 

)i I・ ン）， fンドネ／「（-28() )j トン） iJ, :i 11cJで，

しいjミれも米不足闘である。

ての他山 i~裂なま：；Ill不足国＇ t,:,Ji'！詩 C-,,:iJ; j、ン），

h、 i1~ (76万トン〕， セイ uン（7SJJトン〉， ・, Jヤ・

シンカマポ唱サレ（一74万トン）， f宇措（ ・67万トン）な

とヶある 1

しかし地域内諸国の外貨保有額， 輸送能力から

現＇）~におい：二 j1,らの大はの不民主その支

:l輸入需要として現われることはないであろう。

また有効需要量は当然供給可能量により規制され

’つJあろ＇｝ O 今， L L没類の 1人当たυmtそ水準
がだいたし、， 基準年次の水準 (1958～tiotp刊行）で

+111えられるどしておがifピ進めろと、 つ三山守如来あ

る結果が符られる。すなわち，この場介， 1970年

IO  

にl土地域全体としての穀知不足量はf九、たい攻千i今

程度iーとどまるであろうし， また現(I：ぴ〉食糧輸入

［毛iが輸入をせずに食糧自給を達成しうる場合もで

てくふ土思わ＊I. ;:, " しかL：＿ の場合でも食糧不足

l士治権鯖要2:::Lて残るわけである。

穀翌日Lハ1入手iたり消費f立がだいたい、 現在の水

準で杓iえられるとすると，不足量は，セイロンで

は現存以下に減少し， インドにおいては穀類のf需

給がノ行ンスし長年，その経済言i¥l!Jjにおける段

大目標である食糧自給自足が表面上は達成される

であ乃うの し方、し，パキスタン，インドネシーへ

台湾，韓国，マラヤ・シンガポー／レ，香港では依

然として現在よりも穀類不足量が増大しよう、と

のこ土／tアジア地域の食糧問題の深例化を意味す

るものであろう。

し力、L, ここむt意すべきもう一つの問題iJ, 

以上の需給見通しは， 生産をおもに過去の実績す

う勢i:l,巳／九、て分析したものであるつ Lたがりで

もし地域内諸国山殺類生産iιi~当が今役きわめてfj見

功祖に遂行され， 過去のすう勢を上回る生産の成

長率JうJた現するた，・，ば， ！土支r氏不足は大1!11
る口J能性はある。 この場合，地域内の穀類需給は

特tこ限切／£潜在ふ要を残δずにバランスするであ

ろう。

食用穀顕の不足を緩和するもう一つの要因とし

ては， ,J.類， b、も鋲（キγッリパを，；；；ti・），畜産物、

水産物などの代替品の増産および普及があげられ

る。 /r1,,1はこれんの品目の；M給分析も行なう余協

はなかったが，丘類はインド，パキスタンなどで

は穀翻kともに董要な自給食糧作物であり， また

キヤソリパなど山L、も類以インドネンアでは米と

すIi.んで草要な食糧である。 しかしこれらの穀類以

外の食料作物や， 現在地域内ではまど食糧として

のウヱイ卜が小さい畜産物，水産物などが地域内
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，＇）食習 Il't士大きく変え、 没類i二代わ 7 1ドj費人Ii

にJi:く普及してし、くだけの生産散や↑士会↑l'J:刊の変

＇：＇，：ど 1971¥¥Iまでi期待fλこ＇：： t.現実的自I: ' '・ 、

ト判断セれる。

Cit 1;1, Hi ,;r tli;c¥ii仁JLるヘケケーノL、jたリ w::.,: 
(ICJSCJ～615ド、ドYJ）生みると， ミレソトとソノlノゾJJ、4fi0
ログノベ， ’ ｛もみ f1,fi（）ごT,, J弔ラ／、、 ＇］、Jち.8ぷII・,

H グ7j、であら（ffAO川！ギイ｜ニJ:1:; 1 %2 ,v-wι11 .t 1J tr 
I）。

(il'14〕 インドとパ千スタンのす三穀主i{H'I伐：，＼にιt・;J-
7，各般1r・t1NJ,:・,,.1t本 （1リ58～r;o!FすとJcj〕I，〆｝y ）） ト

白jり。

I I インド（%〕｜ハキスタ J (%) 
I，，並， t司 'I /Iii I ・1i 
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/, J,l 19 26 九日
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IV むすび 明展望の政策的忠義

アジア低開発諸国の食撞需要増加は低めの所得

J1k長率U：｛日定＇.,J ;i,,、て十、 生j-1(5¥"／加をJ.:;r扇に IJ11J

ることが予想される。各国の経済開発汁｜出iにおけ

之J食糧そi！じばli.要農山物の！Uf[J害、日、 夕 f／ 

どの例外l土：りるがヨ王：般的にきわめて~；、：観的だとい

ヌよう O ；＂ジ 1'{) ＼；開発北国のがf<11発長引 F おけ’，11之

大日），］；トル下ックの－~）／主食縄問題である。

また〆本婦で，－・ .；れti.h' Jた 国連主1易関3己主

ιア｛氏Iii）発諸iF¥/J：食J;/il1

大し，経済開発に必裂な資本財輸入は切りドげざ

／；を文なくな小、 これU，低！出発諸［1、i土先jfl諸国

丙jと北 ーの経済発展格鐙がいっそう拡大す

心こど i，－＇奇：l_li長Jろ。 L ;・t;し， Cアジf1！＼閉そ諸国

の経済発肢における最大のボトル・才、‘ソクは食糧

/1¥J題て：わり， 日i係諸［U，特iこた糧不足［ilf土力Iii主度

i'(J艇がいえ長を円台国こすろためには， 主ずそび） ），（；本

f内戦略として， ( 1）農業開発一一農業生躍の加速度

（（｝上昇 iこi；り人口！？？による市要土佐加を上r,,1る

生産増加率を達成するべく努力を傾注しなくては

かるまいに これがますkすべき第1条件であ／九

つぎにこれと併行して， (2）第 1次産品の輸出強

化 Ct副長1/J外貨J!Q得策）， (3）輸入代替産業の育成と国

内 r[i場の開発（間接的外貨獲得一一外貨節約策）

を推近iij.る。 二九だけの努力をしなカ・んさムに先

進諸国からの経済援助を得るよう努める。経済援

lYJは借款など必践的なものと土もにtHl:f援助なも

たむ。 ，；－s，こ後計は資本日iの輸入、輸入代替注主の
育成， 牒業生産性向上のいずれにとサても不可欠

jJ 1;)il発諸Iilt)Uリと L〆ても釘iqの技外iii＜準て（＼替

でさなし、ナく、れ1こ外t正l技術べ3それに結ひ守ついた外

11）資本士！：韮↑吉（1'.J；：裂！：！主Jるこ土は強く）逗省す

要があろう。

以上ω各国；jlj山政策は経済発展の長期的t¥Uょと

l五l際分業の観見付、ら， アジア地域全体を統合して

なえてノ7よる必県ぷあ／λ この i地域去作としての

おでj長,.i::_lをあつに1-.SH 1 ;;,; ,,-1{.'d1：千件；の輪出拡大十、 経済発MJi土ラ 低｜規発諸国のみならずアジアにお

今後はますますきびしい国際競争の風いさ人 Jれ けるl続ーの先進工業国， Hか＇）経済繁栄のために

ぺであ〆パ。 :r- 仁丞：要課題と／仁らう。 との問題l土［アジア｛Ji;:開発

輸出増強が実現されたとしても， それだけで経済 諸問における経済統合の可能性とその条件j とし

いl発に必要な外白を調）l，：，き／ト〉、であλうし、 l: C, ノ；－1,,1の｛アジア経済のJJ:Wl展望i芯画の結果

たそれだけの生産能力と輸出余力もtn、と思われ に思づき，今後，われわれが取り組むべきヅロジ

そパ I：も L食糧不J止が将料1咳llf仁iJLH‘ 戸 Lクト iうなっ Cv 、る。

I I 
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